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【手続補正書】
【提出日】令和3年8月27日(2021.8.27)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　配列番号１３～１７のいずれか１つに示されるアミノ酸配列と同一である、または１～
４個のアミノ酸残基が異なるアミノ酸配列を含むペプチドであって、配列番号１３～１７
のいずれか１つのアミノ酸配列の１位のアミノ酸が変更されない、ペプチド。
【請求項２】
　前記ペプチドが、配列番号１３または配列番号１４に示されるアミノ酸配列を含む、請
求項１に記載のペプチド。
【請求項３】
　前記ペプチドが、配列番号１５、配列番号１６、または配列番号１７に示されるアミノ
酸配列を含む、請求項１に記載のペプチド。
【請求項４】
　配列番号１～１７のいずれか１つに示されるアミノ酸配列に対して少なくとも６０％同
一であるアミノ酸配列からなる第１のアミノ酸配列と、前記第１のアミノ酸配列に対して
異種である第２のアミノ酸配列とを含む、ペプチド。
【請求項５】
　前記ペプチドが、主要組織適合複合体（ＭＨＣ）分子と結合するか；または前記ペプチ
ドが、ＭＨＣ分子と会合した状態で、Ｔ細胞上の抗原特異的Ｔ細胞受容体によって認識さ
れ、必要に応じて、
　（ｉ）前記ＭＨＣ分子が、ＭＨＣクラスＩ分子である；
　（ｉｉ）前記ＭＨＣ分子が、ＭＨＣクラスＩＩ分子である；または
　（ｉｉｉ）前記ＭＨＣ分子が、ＨＬＡ－Ａ２分子またはＨＬＡ－Ａ２４分子である、
請求項１から４のいずれか一項に記載のペプチド。
【請求項６】
　請求項１から５のいずれか一項に記載のペプチドおよび第２の薬剤を含む組成物。
【請求項７】
　前記第２の薬剤が、免疫刺激剤であるか、または前記第２の薬剤が、ヘルパーＴエピト
ープであり、
　必要に応じて、前記ヘルパーＴエピトープが、ＰＡＤＲＥ配列またはユニバーサル破傷
風トキソイドヘルパーＴ（ＴＴ　Ｔｈ）エピトープであるか、または前記第２の薬剤が、
アジュバントである；
　必要に応じて、前記アジュバントが、フロイント完全アジュバント、フロイント不完全
アジュバント、ミョウバン、Ｔｏｌｌ受容体のリガンド、ＱＳ２１、ＲＩＢＩ、コレラ毒
素（ＣＴ）、Ｅ．ｃｏｌｉ熱不安定性毒素（ＬＴ）、変異体ＣＴ（ＭＣＴ）および変異体
Ｅ．ｃｏｌｉ熱不安定性毒素（ＭＬＴ）からなる群より選択される；または
　必要に応じて、前記第２の薬剤が、ｔｏｌｌ様受容体－３リガンド（例えば、ポリＩＣ
ＬＣ）、インターフェロンアルファ（ＩＦＮα）、インターフェロンガンマ（ＩＦＮγ）
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、抗ＯＸ４０抗体、抗ＧＩＴＲ抗体または顆粒球マクロファージコロニー刺激因子（ＧＭ
－ＣＳＦ）である、請求項６に記載の組成物。
【請求項８】
　請求項１から５のいずれか一項に記載のペプチドおよび薬学的に許容される担体を含む
医薬組成物。
【請求項９】
　ナノ粒子と、（ｉ）配列番号１～１７のいずれか１つに示されるアミノ酸配列と少なく
とも６０％同一であるか、または（ｉｉ）配列番号１～１７のいずれか１つに支援される
アミノ酸配列であるアミノ酸配列を含むペプチドとを含む組成物であって、
　必要に応じて、前記ペプチドが、前記ナノ粒子に封入される；
　必要に応じて、
　（ｉ）前記ナノ粒子が生分解性ポリマーを含む；
　（ｉｉ）前記ナノ粒子が、ポリ（Ｄ，Ｌ－ラクチド－ｃｏ－グリコリド）（ＰＬＧＡ）
を含む；
　（ｉｉｉ）前記ナノ粒子が、ポリ（乳酸－ｃｏ－グリコール酸）－ポリ（エチレングリ
コール）（ＰＬＧＡ－ＰＥＧ）コポリマーを含む；または
　（ｉｖ）前記ナノ粒子がリポソームである、
組成物。
【請求項１０】
　前記ナノ粒子が、
　（ｉ）アジュバント、
　（ｉｉ）Ｔｏｌｌ様受容体アゴニスト、および／または
　（ｉｉｉ）アジュバント、免疫アゴニスト、チェックポイント阻害剤、レナリドミドま
たはそれらの任意の組合せ
を含む、請求項９に記載の組成物。
【請求項１１】
　請求項１から５のいずれか一項に記載のペプチドをコードする核酸。
【請求項１２】
　請求項１から５のいずれか一項に記載のペプチドをコードする核酸を含むベクターであ
って、必要に応じて、前記核酸の配列が、プロモーター、調節エレメントまたは発現制御
配列に作動可能に連結される、ベクター。
【請求項１３】
　請求項１２に記載のベクターを含む培養細胞であって、必要に応じて、
　（ｉ）前記細胞が哺乳動物細胞である；
　（ｉｉ）前記細胞がヒト細胞である；または
　（ｉｉｉ）前記細胞が免疫細胞である、
培養細胞。
【請求項１４】
　請求項１から５のいずれか一項に記載のペプチドをコードする核酸を含むウイルスであ
って、必要に応じて、前記ウイルスが、レンチウイルス、アデノウイルスまたはアデノ随
伴ウイルスである、ウイルス。
【請求項１５】
　配列番号１３～１７のいずれか１つに示されるアミノ酸配列を有するペプチドの群から
選択される少なくとも２種の異なるペプチドの組合せであって、必要に応じて、前記組合
せが、配列番号１３～１７に示されるアミノ酸配列を有する少なくとも３種、４種、また
は５種すべてのペプチドを含む、組合せ。
【請求項１６】
　請求項１５に記載の組合せと、
　薬学的に許容される担体と
を含む、医薬組成物であって、
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　必要に応じて、前記医薬組成物が、抗ＯＸ４０抗体または抗ＧＩＴＲ抗体から選択され
る免疫アゴニストをさらに含む、医薬組成物。
【請求項１７】
　単離された樹状細胞を含む組成物であって、前記樹状細胞は、その表面にペプチド配列
を提示し、前記ペプチド配列は、ＢＣＭＡ抗原（配列番号１８）およびＴＡＣＩ抗原（配
列番号１９）のうち一方または両方の少なくとも１種の主要組織適合複合体（ＭＨＣ）ク
ラスＩペプチドエピトープを含む、組成物であって、
　必要に応じて、前記ＭＨＣクラスＩペプチドエピトープが、ＨＬＡ－Ａ２ペプチドエピ
トープである；または
　必要に応じて、前記樹状細胞が、前記ペプチド配列を含む合成ペプチドへの曝露によっ
てｉｎ　ｖｉｔｒｏで前記ペプチド配列を獲得する；または
　必要に応じて、前記ペプチド配列が、合成ペプチド配列であるか、または前記ペプチド
配列が、配列番号１～１７のいずれか１つに示される；または
　必要に応じて、前記組成物が、１０５～１０８個の間の樹状細胞を含む、
組成物。
【請求項１８】
　ＢＣＭＡまたはＴＡＣＩを発現するがん細胞に対する免疫応答をヒト被験体において誘
導するための医薬組成物であって、請求項１から５のいずれか一項に記載のペプチドおよ
び薬学的に許容される担体、または請求項６から１０のいずれか一項に記載の組成物を含
む、医薬組成物。
【請求項１９】
　前記ヒト被験体ががんを有し、前記免疫応答が、がん細胞に対するものである、請求項
１８に記載の医薬組成物であって、必要に応じて、
　（ｉ）前記がんが血液がんである；
　（ｉｉ）前記がんが多発性骨髄腫である；
　（ｉｉｉ）前記がん細胞が、がん性形質細胞である；または
　（ｉｖ）前記がん細胞が、ＢＣＭＡまたはＴＡＣＩを発現し、前記がん細胞におけるＢ
ＣＭＡまたはＴＡＣＩのレベルが、健常なヒト被験体における形質細胞よりも少なくとも
２０％多く、
　必要に応じて、前記医薬組成物が、免疫アゴニストと組み合わせて前記ヒト被験体に投
与されることを特徴とし、
　必要に応じて、前記免疫アゴニストが、抗ＯＸ４０抗体または抗ＧＩＴＲ抗体であり、
　必要に応じて、前記医薬組成物の投与後に、前記ヒト被験体において、ＢＣＭＡまたは
ＴＡＣＩを発現するがんに対する免疫応答が生じたか否かが、決定される、
医薬組成物。
【請求項２０】
　ヒト被験体においてがんまたは前悪性疾患を処置するための医薬組成物であって、請求
項１から５のいずれか一項に記載のペプチドおよび薬学的に許容される担体、または請求
項６から１０のいずれか一項に記載の組成物を含む、医薬組成物であって、
　必要に応じて、前記がんが血液がんであるか、または前記がんが、多発性骨髄腫、白血
病またはリンパ腫である；または
　必要に応じて、前記前悪性疾患が、意義不明の単クローン性高ガンマグロブリン血症（
ＭＧＵＳ）またはくすぶり型多発性骨髄腫である；または
　必要に応じて、前記ヒト被験体における１つまたは複数のがん細胞が、ＢＣＭＡまたは
ＴＡＣＩを発現または過剰発現することを検出される；または
　必要に応じて、前記ヒト被験体が、ＢＣＭＡまたはＴＡＣＩを過剰発現する１つまたは
複数のがん細胞を有し、前記がん細胞におけるＢＣＭＡまたはＴＡＣＩのレベルが、正常
細胞よりも少なくとも２０％多く、必要に応じて、前記ヒト被験体が、ＭＨＣ分子を発現
する１つまたは複数のがん細胞を有する；または
　必要に応じて、前記医薬組成物が、免疫アゴニストと組み合わせて前記ヒト被験体に投
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与されることを特徴とする；または
　必要に応じて、前記免疫アゴニストが、抗ＯＸ４０抗体または抗ＧＩＴＲ抗体である；
または
　必要に応じて、前記医薬組成物が、化学療法または放射線療法と組み合わせて前記ヒト
被験体に投与されることを特徴とする、
医薬組成物。
【請求項２１】
　ＢＣＭＡ特異的細胞傷害性Ｔ細胞を作製する、および／または増殖させる方法であって
、
　１つまたは複数の細胞傷害性Ｔ細胞を、配列番号１３または配列番号１４のいずれか１
つに示されるアミノ酸配列を含むペプチドでパルスした１つまたは複数の抗原提示細胞と
接触させること
を含む、方法。
【請求項２２】
　ＴＡＣＩ特異的細胞傷害性Ｔ細胞を作製する、および／または増殖させる方法であって
、
　１つまたは複数の細胞傷害性Ｔ細胞を、配列番号１５～１７のいずれか１つに示される
アミノ酸配列を含むペプチドでパルスした１つまたは複数の抗原提示細胞と接触させるこ
と
を含む、方法。
 
 
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１００
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１００】
　いくつかの実施形態では、本方法は、ヒト被験体に、チェックポイント阻害剤（例えば
、抗ＬＡＧ３抗体）を投与することをさらに含む。特定の実施形態では、本方法は、ヒト
被験体に、レナリドミドを投与することをさらに含む。いくつかの実施形態では、本方法
は、ヒト被験体に、免疫アゴニスト（例えば、抗ＯＸ４０抗体、抗ＧＩＴＲ抗体）、チェ
ックポイント阻害剤（例えば、抗ＬＡＧ３抗体）またはレナリドミドのうち１つまたは複
数を投与することをさらに含む。
　本発明は、例えば、以下の項目を提供する。
（項目１）
　配列番号１３～１７のいずれか１つに示されるアミノ酸配列と同一である、または１～
４個のアミノ酸残基が異なるアミノ酸配列を含むペプチドであって、配列番号１３～１７
の１位のアミノ酸が変更されない、ペプチド。
（項目２）
　前記アミノ酸配列が、配列番号１３である、項目１に記載のペプチド。
（項目３）
　前記アミノ酸配列が、配列番号１４である、項目１に記載のペプチド。
（項目４）
　前記アミノ酸配列が、配列番号１５である、項目１に記載のペプチド。
（項目５）
　前記アミノ酸配列が、配列番号１６である、項目１に記載のペプチド。
（項目６）
　前記アミノ酸配列が、配列番号１７である、項目１に記載のペプチド。
（項目７）
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　配列番号１～１７のいずれか１つに対して少なくとも６０％同一であるアミノ酸配列か
らなる第１のアミノ酸配列と、前記第１のアミノ酸配列に対して異種である第２のアミノ
酸配列とを含む、ペプチド。
（項目８）
　主要組織適合複合体（ＭＨＣ）分子と結合する、項目１から７のいずれか一項に記載の
ペプチド。
（項目９）
　ＭＨＣ分子と会合した状態で、Ｔ細胞上の抗原特異的Ｔ細胞受容体によって認識される
、項目１から７のいずれか一項に記載のペプチド。
（項目１０）
　前記ＭＨＣ分子が、ＭＨＣクラスＩ分子である、項目８または９に記載のペプチド。
（項目１１）
　前記ＭＨＣ分子が、ＭＨＣクラスＩＩ分子である、項目８または９に記載のペプチド。
（項目１２）
　前記ＭＨＣ分子が、ＨＬＡ－Ａ２分子またはＨＬＡ－Ａ２４分子である、項目８または
９に記載のペプチド。
（項目１３）
　項目１から１２のいずれか一項に記載のペプチドおよび第２の薬剤を含む組成物。
（項目１４）
　前記第２の薬剤が、免疫刺激剤である、項目１３に記載の組成物。
（項目１５）
　前記第２の薬剤が、ヘルパーＴエピトープである、項目１３に記載の組成物。
（項目１６）
　前記ヘルパーＴエピトープが、ＰＡＤＲＥ配列またはユニバーサル破傷風トキソイドヘ
ルパーＴ（ＴＴ　Ｔｈ）エピトープである、項目１５に記載の組成物。
（項目１７）
　前記第２の薬剤が、アジュバントである、項目１３に記載の組成物。
（項目１８）
　前記アジュバントが、フロイント完全アジュバント、フロイント不完全アジュバント、
ミョウバン、Ｔｏｌｌ受容体のリガンド、ＱＳ２１、ＲＩＢＩ、コレラ毒素（ＣＴ）、Ｅ
．ｃｏｌｉ熱不安定性毒素（ＬＴ）、変異体ＣＴ（ＭＣＴ）および変異体Ｅ．ｃｏｌｉ熱
不安定性毒素（ＭＬＴ）からなる群より選択される、項目１７に記載の組成物。
（項目１９）
　前記第２の薬剤が、ｔｏｌｌ様受容体－３リガンド（例えば、ポリＩＣＬＣ）、インタ
ーフェロンアルファ（ＩＦＮα）、インターフェロンガンマ（ＩＦＮγ）、抗ＯＸ４０抗
体、抗ＧＩＴＲ抗体または顆粒球マクロファージコロニー刺激因子（ＧＭ－ＣＳＦ）であ
る、項目１３に記載の組成物。
（項目２０）
　項目１から１２のいずれか一項に記載のペプチドおよび薬学的に許容される担体を含む
医薬組成物。
（項目２１）
　項目１から１２のいずれか一項に記載のペプチドをコードする核酸。
（項目２２）
　項目１から１２のいずれか一項に記載のペプチドをコードする核酸を含むベクター。
（項目２３）
　前記核酸の配列が、プロモーター、調節エレメントまたは発現制御配列に作動可能に連
結される、項目２２に記載のベクター。
（項目２４）
　項目２３に記載のベクターを含む培養細胞。
（項目２５）
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　哺乳動物細胞である、項目２４に記載の培養細胞。
（項目２６）
　ヒト細胞である、項目２４に記載の培養細胞。
（項目２７）
　免疫細胞である、項目２４に記載の培養細胞。
（項目２８）
　項目１から１２のいずれか一項に記載のペプチドをコードする核酸を含むウイルス。
（項目２９）
　レンチウイルス、アデノウイルスまたはアデノ随伴ウイルスである、項目２８に記載の
ウイルス。
（項目３０）
　配列番号１３～１７に示されるアミノ酸配列を有するペプチドの群から選択される少な
くとも２種の異なるペプチドの組合せ。
（項目３１）
　配列番号１３～１７に示されるアミノ酸配列を有する少なくとも３種、４種、または５
種すべてのペプチドを含む、項目３０に記載の組合せ。
（項目３２）
　項目３０または３１に記載の組合せと、
　薬学的に許容される担体と
を含む、医薬組成物。
（項目３３）
　免疫アゴニストをさらに含む、項目３２に記載の医薬組成物。
（項目３４）
　前記免疫アゴニストが、抗ＯＸ４０抗体または抗ＧＩＴＲ抗体である、項目３３に記載
の医薬組成物。
（項目３５）
　単離された樹状細胞を含む組成物であって、前記樹状細胞は、その表面にペプチド配列
を提示し、前記ペプチド配列は、ＢＣＭＡ抗原（配列番号１８）およびＴＡＣＩ抗原（配
列番号１９）のうち一方または両方の少なくとも１種の主要組織適合複合体（ＭＨＣ）ク
ラスＩペプチドエピトープを含む、組成物。
（項目３６）
　前記ＭＨＣクラスＩペプチドエピトープが、ＨＬＡ－Ａ２ペプチドエピトープである、
項目３５に記載の組成物。
（項目３７）
　前記樹状細胞が、前記ペプチド配列を含む合成ペプチドへの曝露によってｉｎ　ｖｉｔ
ｒｏで前記ペプチド配列を獲得する、項目３５に記載の組成物。
（項目３８）
　前記ペプチド配列が、合成ペプチド配列である、項目３５に記載の組成物。
（項目３９）
　前記ペプチド配列が、配列番号１～１２および配列番号１３～１７のいずれか１つに示
される、項目３５に記載の組成物。
（項目４０）
　１０５～１０８個の間の樹状細胞を含む、項目３５に記載の組成物。
（項目４１）
　ＢＣＭＡおよび／またはＴＡＣＩを発現するがん細胞に対する免疫応答を、それを必要
とするヒト被験体において誘導する方法であって、前記ヒト被験体に項目１から１２のい
ずれか一項に記載のペプチドまたは項目１３から２０のいずれか一項に記載の組成物を投
与することを含む、方法。
（項目４２）
　前記被験体ががんを有し、前記免疫応答が、がん細胞に対するものである、項目４１に
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記載の方法。
（項目４３）
　前記がんが血液がんである、項目４２に記載の方法。
（項目４４）
　前記がんが多発性骨髄腫である、項目４２に記載の方法。
（項目４５）
　前記がん細胞が、がん性形質細胞である、項目４２に記載の方法。
（項目４６）
　前記がん細胞が、ＢＣＭＡを発現し、前記がん細胞におけるＢＣＭＡのレベルが、健常
なヒト被験体における形質細胞よりも少なくとも２０％多い、項目４２に記載の方法。
（項目４７）
　前記がん細胞が、ＴＡＣＩを発現し、前記がん細胞におけるＴＡＣＩのレベルが、健常
なヒト被験体における形質細胞よりも少なくとも２０％多い、項目４２に記載の方法。
（項目４８）
　前記ヒト被験体に免疫アゴニストを投与することをさらに含む、項目４１に記載の方法
。
（項目４９）
　前記免疫アゴニストが、抗ＯＸ４０抗体または抗ＧＩＴＲ抗体である、項目４８に記載
の方法。
（項目５０）
　前記ヒト被験体に、前記ペプチドまたは前記組成物を投与した後に、前記ヒト被験体に
おいて、ＢＣＭＡおよび／またはＴＡＣＩを発現するがんに対する免疫応答が生じたか否
かを決定することをさらに含む、項目４１に記載の方法。
（項目５１）
　がんまたは前悪性疾患を有するヒト被験体を処置する方法であって、前記ヒト被験体に
、項目１から１２のいずれか一項に記載のペプチドまたは項目１３から２０のいずれか一
項に記載の組成物を投与することを含む、方法。
（項目５２）
　前記がんが血液がんである、項目５１に記載の方法。
（項目５３）
　前記がんが、多発性骨髄腫、白血病またはリンパ腫である、項目５１に記載の方法。
（項目５４）
　前記前悪性疾患が、意義不明の単クローン性高ガンマグロブリン血症（ＭＧＵＳ）また
はくすぶり型多発性骨髄腫である、項目５１に記載の方法。
（項目５５）
　１つまたは複数のがん細胞が、前記ヒト被験体において、ＢＣＭＡおよび／またはＴＡ
ＣＩを発現または過剰発現することを検出することをさらに含む、項目５１に記載の方法
。
（項目５６）
　前記ヒト被験体が、ＢＣＭＡおよび／またはＴＡＣＩを過剰発現する１つまたは複数の
がん細胞を有し、前記がん細胞におけるＢＣＭＡおよび／またはＴＡＣＩのレベルが、正
常細胞よりも少なくとも２０％多い、項目５１に記載の方法。
（項目５７）
　前記被験体が、ＭＨＣ分子を発現する１つまたは複数のがん細胞を有する、項目５１に
記載の方法。
（項目５８）
　前記ヒト被験体に、免疫アゴニストを投与することをさらに含む、項目５１に記載の方
法。
（項目５９）
　前記免疫アゴニストが、抗ＯＸ４０抗体または抗ＧＩＴＲ抗体である、項目５８に記載
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の方法。
（項目６０）
　前記ヒト被験体に化学療法または放射線療法を施すことをさらに含む、項目５１に記載
の方法。
（項目６１）
　ＢＣＭＡ特異的細胞傷害性Ｔ細胞を作製する、および／または増殖させる方法であって
、
　１つまたは複数の細胞傷害性Ｔ細胞を、配列番号１３および配列番号１４から選択され
るアミノ酸配列を含むペプチドでパルスした１つまたは複数の抗原提示細胞と接触させる
こと
を含む、方法。
（項目６２）
　前記細胞傷害性Ｔ細胞が、メモリー細胞傷害性Ｔ細胞である、項目６１に記載の方法。
（項目６３）
　前記細胞傷害性Ｔ細胞が、エフェクター細胞傷害性Ｔ細胞である、項目６１に記載の方
法。
（項目６４）
　前記抗原提示細胞が、樹状細胞である、項目６１に記載の方法。
（項目６５）
　ＴＡＣＩ特異的細胞傷害性Ｔ細胞を作製する方法であって、１つまたは複数の細胞傷害
性Ｔ細胞を、配列番号１５～１７から選択されるアミノ酸配列を含むペプチドでパルスし
た１つまたは複数の抗原提示細胞と接触させることを含む、方法。
（項目６６）
　前記細胞傷害性Ｔ細胞が、メモリー細胞傷害性Ｔ細胞である、項目６５に記載の方法。
（項目６７）
　前記細胞傷害性Ｔ細胞が、エフェクター細胞傷害性Ｔ細胞である、項目６５に記載の方
法。
（項目６８）
　前記抗原提示細胞が、樹状細胞である、項目６５に記載の方法。
（項目６９）
　標的細胞を死滅させる方法であって、
　前記標的細胞を、１つまたは複数のＢＣＭＡ特異的細胞傷害性Ｔ細胞と接触させること
を含み、前記標的細胞が、ＢＣＭＡを発現または過剰発現し、ＨＬＡ－Ａを発現する、方
法。
（項目７０）
　前記１つまたは複数のＢＣＭＡ特異的細胞傷害性Ｔ細胞を、免疫アゴニストと接触させ
ることをさらに含む、項目６９に記載の方法。
（項目７１）
　前記免疫アゴニストが、ＯＸ４０アゴニストまたはＧＩＴＲアゴニストである、項目６
９に記載の方法。
（項目７２）
　前記免疫アゴニストが、抗ＯＸ４０抗体または抗ＧＩＴＲ抗体である、項目７０に記載
の方法。
（項目７３）
　標的細胞を死滅させる方法であって、
　前記標的細胞を、１つまたは複数のＴＡＣＩ特異的細胞傷害性Ｔ細胞と接触させること
を含み、前記標的細胞が、ＴＡＣＩを発現または過剰発現し、ＨＬＡ－Ａを発現する、方
法。
（項目７４）
　前記１つまたは複数のＴＡＣＩ特異的細胞傷害性Ｔ細胞を、免疫アゴニストと接触させ



(10) JP 2020-532300 A5 2021.10.7

ることをさらに含む、項目７３に記載の方法。
（項目７５）
　前記免疫アゴニストが、ＯＸ４０アゴニストまたはＧＩＴＲアゴニストである、項目７
４に記載の方法。
（項目７６）
　前記免疫アゴニストが、抗ＯＸ４０抗体または抗ＧＩＴＲ抗体である、項目７４に記載
の方法。
（項目７７）
　がんを有するヒト被験体を処置する方法であって、前記ヒト被験体に、複数のＢＣＭＡ
特異的細胞傷害性Ｔ細胞またはＴＡＣＩ特異的細胞傷害性Ｔ細胞を投与することを含む、
方法。
（項目７８）
　前記被験体に免疫アゴニストを投与することをさらに含む、項目７７に記載の方法。
（項目７９）
　前記免疫アゴニストが、ＯＸ４０アゴニストまたはＧＩＴＲアゴニストである、項目７
８に記載の方法。
（項目８０）
　前記免疫アゴニストが、抗ＯＸ４０抗体または抗ＧＩＴＲ抗体である、項目７８に記載
の方法。
（項目８１）
　前記細胞傷害性Ｔ細胞が、前記ヒト被験体の細胞に由来する、項目７７に記載の方法。
（項目８２）
　前記細胞傷害性Ｔ細胞が、誘導多能性幹細胞に由来する、項目７７に記載の方法。
（項目８３）
　（ａ）被験体から骨髄由来単核細胞を得ることと、
　（ｂ）前記単核細胞を、単核細胞が培養容器に接着するようになる条件下で、ｉｎ　ｖ
ｉｔｒｏで培養することと、
　（ｃ）接着単核細胞を選択することと、
　（ｄ）前記接着単核細胞を、前記細胞が抗原提示細胞に分化する条件下で、１種または
複数のサイトカインの存在下で培養することと、
　（ｅ）前記抗原提示細胞を、項目１から１２のいずれか一項に記載のペプチドと接触さ
せ、それによって、主要組織適合複合体（ＭＨＣ）分子上に前記ペプチドを提示する抗原
提示細胞を作製することと
を含む、方法。
（項目８４）
　前記主要組織適合複合体分子が、ＭＨＣクラスＩ分子である、項目８３に記載の方法。
（項目８５）
　前記１種または複数のサイトカインが、顆粒球マクロファージコロニー刺激因子（ＧＭ
－ＣＳＦ）およびインターロイキン－４（ＩＬ－４）を含む、項目８３に記載の方法。
（項目８６）
　前記１種または複数のサイトカインが、腫瘍壊死因子－α（ＴＮＦ－α）を含む、項目
８３に記載の方法。
（項目８７）
　前記骨髄由来細胞が、多発性骨髄腫を有すると診断された被験体から得られる、項目８
３に記載の方法。
（項目８８）
　ＢＣＭＡのＴ細胞抗原受容体配列を同定する方法であって、
　（ａ）項目６１に記載の方法によって、ＢＣＭＡ特異的細胞傷害性Ｔ細胞を作製する、
および／または増殖させることと、
　（ｂ）前記ＢＣＭＡ特異的細胞傷害性Ｔ細胞において、ＢＣＭＡのＴ細胞抗原受容体配
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列を決定することと
を含む、方法。
（項目８９）
　がんを有するヒト被験体を処置するための方法であって、
　前記ヒト被験体に、キメラ抗原受容体Ｔ細胞（ＣＡＲ－Ｔ細胞）を含む組成物を投与す
ることを含み、前記ＣＡＲ－Ｔ細胞は、キメラ抗原受容体を発現し、前記キメラ抗原受容
体は、ＢＣＭＡと結合する、方法。
（項目９０）
　ＴＡＣＩのＴ細胞抗原受容体配列を同定する方法であって、
　（ａ）項目６５に記載の方法によって、ＴＡＣＩ特異的細胞傷害性Ｔ細胞を作製する、
および／または増殖させることと、
　（ｂ）前記ＴＡＣＩ特異的細胞傷害性Ｔ細胞において、ＴＡＣＩのＴ細胞抗原受容体配
列を決定することと
を含む方法。
（項目９１）
　がんを有するヒト被験体を処置するための方法であって、
　前記ヒト被験体に、キメラ抗原受容体Ｔ細胞（ＣＡＲ－Ｔ細胞）を含む組成物を投与す
ることを含み、前記ＣＡＲ－Ｔ細胞は、キメラ抗原受容体を発現し、前記キメラ抗原受容
体は、ＴＡＣＩと結合する、方法。
（項目９２）
　ナノ粒子と、配列番号１～１７のいずれか１つに対して少なくとも６０％同一であるア
ミノ酸配列を含むペプチドとを含む、組成物。
（項目９３）
　前記ペプチドが、前記ナノ粒子に封入される、項目９２に記載の組成物。
（項目９４）
　前記ナノ粒子が生分解性ポリマーを含む、項目９２に記載の組成物。
（項目９５）
　前記ナノ粒子が、ポリ（Ｄ，Ｌ－ラクチド－ｃｏ－グリコリド）（ＰＬＧＡ）を含む、
項目９２に記載の組成物。
（項目９６）
　前記ナノ粒子が、ポリ（乳酸－ｃｏ－グリコール酸）－ポリ（エチレングリコール）（
ＰＬＧＡ－ＰＥＧ）コポリマーを含む、項目９２に記載の組成物。
（項目９７）
　前記ナノ粒子がリポソームである、項目９２に記載の組成物。
（項目９８）
　前記アミノ酸配列が配列番号１３である、項目９２から９７のいずれか一項に記載の組
成物。
（項目９９）
　前記アミノ酸配列が配列番号１４である、項目９２から９７のいずれか一項に記載の組
成物。
（項目１００）
　前記アミノ酸配列が配列番号１５である、項目９２から９７のいずれか一項に記載の組
成物。
（項目１０１）
　前記アミノ酸配列が配列番号１６である、項目９２から９７のいずれか一項に記載の組
成物。
（項目１０２）
　前記アミノ酸配列が配列番号１７である、項目９２から９７のいずれか一項に記載の組
成物。
（項目１０３）
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　前記ナノ粒子が、アジュバントを含む、項目９２から１０２のいずれか一項に記載の組
成物。
（項目１０４）
　前記ナノ粒子が、Ｔｏｌｌ様受容体アゴニスト（例えば、Ｒ８４８または非メチル化Ｃ
ｐＧオリゴデオキシヌクレオチド）を含む、項目９５から１０３のいずれか一項に記載の
組成物。
（項目１０５）
　アジュバント、免疫アゴニスト（例えば、抗ＯＸ４０抗体、抗ＧＩＴＲ抗体）、チェッ
クポイント阻害剤（例えば、抗ＬＡＧ３抗体）、レナリドミドまたはそれらの任意の組合
せをさらに含む、項目９２から１０４のいずれか一項に記載の組成物。
（項目１０６）
　がんを有するヒト被験体を処置するための方法であって、前記ヒト被験体に、項目９５
から１０５のいずれか一項に記載の組成物を投与することを含む、方法。
（項目１０７）
　前記ヒト被験体が、多発性骨髄腫を有する、項目１０６に記載の方法。
（項目１０８）
　前記ヒト被験体が、ＢＣＭＡおよび／またはＴＡＣＩを発現するがんを有する、項目１
０６に記載の方法。
（項目１０９）
　前記ヒト被験体に、配列番号１３～１７の群より選択されるペプチド、ＢＣＭＡ特異的
ＣＴＬまたはＴＡＣＩ特異的ＣＴＬのうちの１つまたはそれより多くを投与することをさ
らに含む、項目１０６から１０８のいずれか一項に記載の方法。
（項目１１０）
　前記ヒト被験体に、配列番号１３または１６に示されるアミノ酸配列を含む、またはそ
れからなるペプチドを投与することをさらに含む、項目１０６から１０８のいずれか一項
に記載の方法。
（項目１１１）
　前記ヒト被験体に、配列番号１３に示されるアミノ酸配列を含む、またはそれからなる
ペプチドでのＣＴＬの刺激によって生成されたＢＣＭＡ特異的ＣＴＬを投与することをさ
らに含む、項目１０６から１０８のいずれか一項に記載の方法。
（項目１１２）
　前記ヒト被験体に、配列番号１６に示されるアミノ酸配列を含む、またはそれからなる
ペプチドでのＣＴＬの刺激によって生成されたＴＡＣＩ特異的ＣＴＬを投与することをさ
らに含む、項目１０６から１０８のいずれか一項に記載の方法。
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